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東南アジアの内陸の国ラオス。緑と水田の広がる平野の暮らしは一見のんびりしているかのようにみえる。だが、
人々は、めまぐるしく変わる自然・社会に実に巧みに適応してきた。本書は、ヴィエンチャン平野の村落の暮らし
を、農学、林学、生態学、環境科学、歴史学、人類学、地理学など総合的な視角から探り、その環境のダイナミズ
ムと利用の多彩さを克明に明らかにする。そして、土地生産を多元的にとらえる見方を提示する。グローバル化の
進む現代社会だからこそ求められている、人がさまざまな地域に生きていく術、資源を活用し環境の持続をはかる
方策へのオルタナティブな見方を提案する。村での長期のフィールドワークに基づく実証研究の学際的専門書。

コオロギはおいしい？

河原から塩が採れる？

のんびり？ したたか？

貧しい？ ゆとり？

森のきのこ・田んぼの雑草はグルメ！

アオミドロが食べられるって！

稲作が年１度なのはなぜ？

東南アジア、ラオスの平原の暮らしを訪ねてみませんか？

娘が働きに町へ出るわけは？

村ってこうやってできるんだ！

豊かさって何だろう 生きるってどういうことだろう

熱帯モンスーンって雨が多いの？

動く環境・伝統的な暮らしから新しい世界が見えてきます

カエルで儲ける！

集落の水が稲を実らせる！

不安定？柔軟？


